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研究成果の概要（和文）：本研究は日本語と韓国語における次のような問題を扱った：1) 話さ

れたことばと書かれたことば，2) 形態音韻論と正書法，3) 同定辞-ita と-da，4) 丁寧化のマー

カー-yo/-iyo，5) スピーチレベル，6) 引用構造，7) 省略． 
 
研究成果の概要（英文）：This study investigates the following: 1) spoken and written 
languages, 2) morphophonology and orthography, 3) identifiers -ita and -da, 4) politeness 
marker -yo/-iyo, 5) speech levels, 6) citation structure, and 7) ellipsis in Korean and 
Japanese.  
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 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1200,000 360,000 1560,000 

2008 年度 900,000 270,000 1170,000 

2009 年度 600,000 180,000 780,000 
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  年度  

総 計 2700,000 810,000 3510,000 

 
 
研究分野：言語学 
科研費の分科・細目： 
キーワード：対照言語学．言語存在論．言語場．措定辞．待遇法．引用．省略．形態音韻論． 
 
１．研究開始当初の背景 
 日本語と韓国語の対照言語学的な研究を
行うにあたって，とりわけ表現のありようの
問題については，その基礎研究が切実に必要
とされていた． 
 
２．研究の目的 
 日本語と韓国語の表現のありかたの違い
を，非対称構造という点から照らしてゆくた
めの基礎研究を行うことにある． 
 

３．研究の方法 
 理論的な研究と言語事実の収集とデータ
化という基礎資料の構築を 2 本の柱とする． 
 
４．研究成果 

言語理論一般および対照言語学の基礎理
論の研究を行い，日本語と韓国語の言語事
実のうち，非対称的な構造を見せる部分に
ついて重点的に記述し，それら言語事実の
ありようを踏まえて，理論的な総合を行っ
た． 



理論的な研究においては，〈言語がいか
に在るか〉という観点から，(1)言語が実際
に実現する言語場の問題，(2)〈話されたこ
とば〉と〈書かれたことば〉の位相的な違
いに関する問題，(3)文体としての〈話しこ
とば〉〈書きことば〉と言語の存在様式と
しての〈話されたことば〉〈書かれたこと
ば〉の峻別の問題，(4)言語として現れるも
の／現れないものについての問題，(5)〈省
略〉論の問題，(6)主語＝述語文の問題など
について重点的な理論的研究を行った．こ
うした原理論的な問題の検討なくして，言
語の対照研究はなしえないことも，本研究
の重要な到達点である． 
とりわけ，〈話されたことば〉と〈書か

れたことば〉の違いについては，既存の研
究で行われてきた文体としての〈話しこと
ば〉と〈書きことば〉との違いとは決定的
に異なった重要性を有することが見て取れ
る．(4)-(6)は互いに深く関わる問題であり
，表現のありようの違いのみならず，文法
論を記述する根底的な立場を大きく左右す
る問題でもある． 
非対称的な言語事実については，(1) 形

態音韻論と表記論の問題， (2)日本語の措
定辞「だ」と韓国語の措定辞＝指定詞 -ita
および丁寧化のマーカー-yo/-iyoの違い，
(3) 待遇法の問題，(4)引用構造の違い，な
どについてとりわけ重点的な記述を行なっ
た． 
2008-2009 年にかけて，朝鮮学会の学会

誌『朝鮮学報』，雑誌『國文學』，韓国の
培材大学校『韓国語教育研究』，研究書『
韓国語教育論講座』第4巻，などに論考の形
で成果を発表し，一部については韓国語学
習書にも成果を盛り込んでいる．言語研究
のみならず，韓国語教育についても研究の
成果が活用されている． 
なお，これらの成果の一部はさらに2010

年に刊行された『ハングルの誕生――音（
おん）から文字を創る』（平凡社新書）や
『きらきら韓国語』（同学社）にも活かさ
れている． 
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